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WPCF(World Print & Communication Forum)

・WPCFとは？：
WPCFは世界の主要印刷連合会の集まりで参加メンバーは以下の通り。
米国PIA、欧州Intergraf、中国PTAC、
香港HKPA、オーストラリアPIAA、
インドAIFMP、韓国KPA、ブラジルABIGRAF、
日本JFPI

・主な活動
年1回の会合を通じて各国の印刷業界の情報交換を行う。
Economic Indicator（各国の印刷関連統計）の集計。
そのほかIntergrafとの合同会議により欧州の印刷業界との接点をもつ。
drupa 2012においてはPrintCityと協賛で環境カンファレンスを開催。
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Economic Indicator 主要指標比較 Fig1

米国 中国 欧州 日本 ブラジル 豪州 インド 韓国

企業数
（千社）

46.2 104 119 26.1 20.5 6.3 250 16.4

従業員
（千人）

934 3,441 685 311 222 59.5 2,500 68.7

出荷額
（億＄）

1,600 1,513 1,140 715 187 161 140 92

GDP
成長率

2.8 7.8 -0.4 2.0 0.87 2.5 12 -

失業率 7.9 4.6 10.5 4.3 5.5 5.1 - -

インフレ
率

1.7 2.6 2.6 -0.04 5.8 3.1 - -

注： 欧州及び豪州は2011年の数字、それ以外は2012年の数字
日本の出荷額は2012年の平均為替レート$1.00＝Yen79.82で換算
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PIA 米国の印刷業界動向

2014年の米国経済の見通し
GDP 2.2%増加
インフレ率 1.5%

失業率 6.7%

米国印刷業界
出荷額（2013年） 844億ドル（8.44兆円）、企業数27千社、従業員数46.1万人
印刷関連メディアを含めると 出荷額1,593億ドル、企業数46千社、従業員92.3万人
注： 印刷関連メディアには新聞、雑誌、書籍、ディレクトリ、グリーティングカードなどが含まれる

PIA 米国の印刷業界動向

Fig 2

Fig 4Fig 3

失業率

経済成長率

インフレ率

印刷業界
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・企業数の推移
‐印刷関連メディア産業に比べて、印刷産業の落
ち込みが大きい

・雇用の推移
‐2008年以降大幅な減少

・収益性の推移
‐Profit Leader（上位1/4)とChallenger（下位1/4)

の差は大きいまま

PIA 米国の印刷業界動向

Fig 5

Fig 7 
Fig 6
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印刷業界
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・米国のGDPと印刷業界の比較
‐より顕著な落ち込み

・設備稼働状況
‐他の製造業と比べても著しく低い 70%程度

・印刷価格
‐2013年から多少改善

PIA 米国の印刷業界動向

Fig 8

Fig10 Fig 9
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2014年のトレンド
・安定した売り上げ
‐マーケティング関連 ＋2.0%

‐ロジスティック関連 ＋2.5%

‐情コミ ‐2.0%

・デジタル印刷はトナーもIJも増加
オフセットは継続的な減少
・価格はわずかに上昇

PIA 米国の印刷業界動向

Fig12

Fig11

Hot Market WarmMarket Cold Market

・サイネージ
・DM
・パッケージ
・POP
・ポスター
・特殊印刷
・飲料・食料品ラベル

・クイックプリンティング
・名刺
・化粧品・医薬品ラベル
・折り込み
・冊子

・プライベートラベル
パッケージ
・後加工
・日用品ラベル
・パンフ
・パーソナルケアラベル
・書籍

・カタログ・ディレクトリ
・フライヤ
・製本
・グリーティングカード
・雑誌
・ルーズリーフ
・アニュアルレポート
・ステショナリ
・新聞
・ビジネスフォーム
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・業界外部からの問題
‐郵便料金値上げなど
‐特許クレーム（Patent Trolling)

（CTP、W2Pなどのユーザに対して）

参考： 7月23日 日経
米グーグル、キヤノン、独ＳＡＰなど６社は９日、特許連合「ＬＯＴネットワーク」を設立したと発表した。
和解金を目当てに特許訴訟を起こす「パテント・トロール」と呼ばれる専門会社の標的になるのを回避
する狙い。世界の有力企業に参加を呼びかける。

PIA 米国の印刷業界動向

http://www.printing.org/makintestimony
http://www.printing.org/efiles/eweb/docs/press-

releases/Patent-Infringement-Table-12-16-13.pdf

http://www.printing.org/makintestimony
http://www.printing.org/efiles/eweb/docs/press-releases/Patent-Infringement-Table-12-16-13.pdf
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ABIGRAF – Brazilian Printing Industry Association

ブラジルの印刷産業概要：
・印刷関連分野全体規模（製紙、印刷、
インキ、出版、製紙・印刷機械を含む）
出荷額： $461億（4．61兆円）
企業数： 6.2万社
従業員： 60万人

・印刷業界
出荷額： $231億（2.31兆円） 2012年

2012，13年ともに前年比マイナス
従業員数： 21．9万人
企業数： 20,631社

・出版分野は落ち込みが多く、パッケージは
安定している。
・輸出は279億円、輸入は589億円で入超。
印刷機材の輸入は1,100億円

ABIGRAF ブラジルの印刷業界動向

Fig 13
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・企業形態としては78.6%が9名以下の小企業、
18.2%が10－49名と、50名以下の企業が97%

に及ぶ。（日本は各々75.6%と95.9％）

・ブラジルの印刷会社の取り扱っている分野は
パッケージが40.2%と最も多く、出版が29.2%

でそれに続く。（日本は各々19%と26%）

・設備投資は2009年に大幅に落ち込み、一度持
ち直したが、その後継続的に減少。(Fig 16)

ABIGRAF ブラジルの印刷業界動向

Fig 15

Fig 16

Fig 14
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韓国の印刷産業
印刷産業概要

1) 事業所: 16,400 社
- 10名以下の企業が92%
- ソウル周辺に65%の企業が集中
- 典型的な都市型産業の形態

2) 従業員数: 68,700人
3) 出荷額： $92億 （約9,200億円） 新聞印刷は除く
‐10名以上の企業の出荷額は$40億 （4,000億円）

4) 印刷物輸出入金額： 輸出 $3.58億 （358億円） 輸入 $3.39億（339億円）
5) 印刷機材輸出入金額： 輸出 $2.1億（210億円） 輸入 $3.5億（350億円）
6）印刷機総設置台数： 9,469台（新聞輪転を除く）

デジタル印刷機 703台
輪転 232台
その他 580台（活版、フォーム印刷など）

※日本製 57.6%、 ドイツ製 20.5%、 その他21.9%

枚葉オフ １C ２C ４C ５C

片面 4,204 1,547 1,138 140

両面 795 130

KPA 韓国の印刷業界動向

Fig 17
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（単位：　$100万、1億円）

輸出 増加率（%） 輸入 増加率（%）

2008 250 364
2009 251 0.5 348 -4.2
2010 359 42.7 340 -2.6
2011 290 -19.2 351 3.5
2012 245 -15.5 314 -10.6
2013 291 18.8 311 -0.8

韓国の印刷物輸出入実績
韓国の印刷物輸出入実績

及び
国別輸出実績

（単位： ＄1000、 10万円）

KPA 韓国の印刷業界動向

Fig 19

Fig 18
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（単位： ＄1000、 10万円）

分野別輸出額

KPA 韓国の印刷業界動向

Fig 20
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2010年のデジタル印刷出荷額$9億（900億円）の分野別明細
・出版 250億円（書籍 100億円、POD 150億円）
・商印 350億円
・バリアブル印刷 150億円（請求書 50億円、DM 80億円、ギフト券 20億円）
・4新規分野150億円（フォトブック 130億円、クレジット明細など 20億円）

デジタル印刷の成長

2003年に$1.1億（110億円）
であったデジタル印刷出荷額は2010

年には$9億（900億円）に達し、印刷
市場全体$95億ドル（9500億円）の
9.5%を占める。

デジタル印刷機の出荷台数の推移

KPA 韓国の印刷業界動向

Fig 21

Fig 22
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概要：
・事業所数： 25万社
・従業員数： 250万人
・出荷額： $140億（1.4兆円）

１．識字率の向上
・２００１年の国勢調査では６６％にまで向上。これによって地方紙の購読が増えており、
識字率の高い州では新聞の売り上げが多い。
１９９８年より新聞や雑誌の購読は１５%増えて1.8億人に達している
・インドには4.9万点もの出版物があるが、売上は＄11億（1,100億円）にすぎない。
０９年から１３年にわたりインドのプリントメディア産業（新聞＋雑誌）は年平均5.7％の
成長が見込まれている。金額的には2008年の1618億ルピー（2752億円）から2136億
ルピー（3633億円）へと成長が見込まれる。
・新聞は2008年にプリントメディア全体の87%を占めており、2013年には1848億ルピー
（3143億円）になると見込まれる。
・雑誌は08年の210億ルピーから2013年の

288億ルピー（490億円）へと年平均6.5%

の成長。印刷広告は同様に1035億ルピー
から1520億ルピーと8%の伸びが見込ま
れる。

15

インドの印刷産業

AIFMP インドの印刷業界動向

Fig23

2008 2009 2010 1011 2012 2013 09/13
成長率

新聞 1470 1464 1548 1665 1781 1848 5.6%

雑誌 210 221 234 249 270 288 6.5%

広告 1035 1115 1225 1338 1455 1520 8.0%

出版 583 570 557 576 596 616 1.1%

単位： 億ルピー
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２．GDPの成長
・購買力平価で比較するとインドは米国、中国、日本に続く第4位の経済大国。
・インドのパッケージ市場は$140億で年15%の成長。人口の20%がパッケージの80%を消費してお
り、将来的な成長余地は非常に大きい。
・パッケージの80%は依然としてリジッドパッケージだが、今後はフレキシブルパッケージが伸びる。
農業生産高は世界3位、しかしインフラが整っていないために、流通で無駄になるものが多く食品
加工を増やすことが望まれている。
・ミネラルウォータは40%、ワイン25%、ビール10%とどれも高い成長性を示している。
医療用パッケージは2010－12年で13%、化粧品は年7%の成長。

３．パッケージ分野のトレンド

・顧客を引き付け、ブランド構築ができるような新しい魅力的
なパッケージが求められる。

・大規模小売店がパッケージ業界に大きな影響を与える

・パッケージ業界に関連する企業は2万社ほどあるが、

このうちの大手は7－800社。
より高い専門知識を持った人材が求められてきている。

AIFMP インドの印刷業界動向

国名 2006年 2011年 成長率

1 インド 121.3 209.9 73.0%

2 ロシア 42.6 71.9 68.9

3 ベネズエラ 8.8 14.2 61.7

4 ウクライナ 5.3 8.5 60.3

5 中国 412.0 659.3 60.0

6 マレーシア 35.0 55.0 57.0

7 インドネシア 61.0 95.5 56.6

8 ルーマニア 7.2 11.1 54.8

9 トルコ 21.1 32.3 52.9

10 ブラジル 125.5 191.9 52.9

Fig 23B 2006-11年の成長率Top10

単位： 億ドル
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４．Printing and Allied Machinery

印刷機材の輸入も増えたが、国産の製品も成長してきた
海外の最先端製品は、必ずしもインドの地方でのニーズを適したものではなく、こ
の様な市場では国産メーカが価格競争力を生かして伸びている。
さらに新興国市場にも進出しており印刷機材の輸出は15年前の520Mルピー（8.8

億円）から320億ルピー（545億円） に伸びた。

５．CTP/CTCP

新聞業界から普及が始まり、現在では
300－350台の新台と、60－70台の中古機が
毎年設置されている。

AIFMP インドの印刷業界動向

Fig 24
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６．Printing Ink and Consumable
・Technova Imaging（ムンバイ）は消耗品で国内のシェア75%。 アナログ、デジタルイメージ
ング製品分野では、世界第3位。CTP、PS版、ケミカル製品、オフセットインク、インクジェット
のメディアを供給。海外51か国に輸出し、Agfa、東洋インク、Hydro-Dynamic Productsと技
術提携している。
・印刷インクの市場規模 $400M（400億円）で年間12－15%の成長
主要7社、中堅25－30社、小規模200社から構成され、インドのインキ生産量は11万トンと
見込まれる。（日本の出荷量42.5万トン、2975億円）
・新聞分野でのインキの需要は過去3－4年で20%程度伸びており、購読者は25%近く増加。
パッケージ業界は12.5%程度の増加、段ボールは8%程度、軟包装は15%以上。
・スクリーン印刷の分野も着実に伸び、小売業界におけるPOPやサイネージの需要、産業用
では自動車やバイクのダイヤルやデカール（装飾部品）用途が増える
・エレクトロニクス分野ではPCB基板やメンブレーン、タッチパネルなどの需要が増えている。
インクジェットもデジタル印刷機の普及で需要が大幅に伸びる。この分野のインクは輸入品
が多いが、国産品も出てきている。
・Micro Ink（Huber）は52.5億ルピー
（89億円）の輸出がある。

メーカ 概要

１ Huber 推定年商70億ルピー（119億円）

２ DIC 50億ルピー（85億円）

３ Seigwerk 10－20億ルピー（17－34億円）

４ Sakata 20億ルピー

５ Flint 10－20億ルピー

６ Organic Coating 5億ルピー

７ Fujifilm Sericolがスクリーン及びデジタルインクの分野でトップ

AIFMP インドの印刷業界動向

Fig 25
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７．Paper

・インドの製紙産業 年間600万トン、1500億ルピー（2553億円）
150万人の雇用と、250億ルピーの歳入を政府にもたらす
政府から製紙業界は35の重要産業のひとつとみなされている
2010年には800万トン、2020年位は1300万トンの需要が見込まれる。
（2013年の日本の紙・板紙生産量 2600万トン）

・課題としては
‐資本と技術が必要
‐エネルギーコストが全体の25%を占めるので省エネ技術が急務
‐市場の急激な成長に対する生産量の大幅な増加
‐環境汚染防止、リサイクル、農業廃棄物の利用など

・製紙の原料は木材のほか、農業廃棄物や古紙などを使用。
1951年に17か所であった製紙工場は、現在500か所を超える。
多くのタイプの紙は自国で生産でき、輸入はごく一部の特殊なものに限られ
ているがパルプや古紙は輸入している。

・製紙業界は1997年以降自由化されており、どの企業も自由に参入できるほ
か、海外からの直接投資も100%認められている。

AIFMP インドの印刷業界動向
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８．Capacity/Quality of Indian Printers

・国際レベルの品質の仕事をするインドの会社は増えてきており、国際的な賞の
受賞も増えている
・輸出やアウトソーシングの仕事に注力する会社も増えてきている
・市場は14%くらい伸びているが、生産キャパはそれ以上増えている

９．Digital Boom

・POD 14%の成長
・コンサルティング、メーリング、フルフィルメント、プリプレス、バリアブル印刷など
のValue Added Serviceの需要性が増える

AIFMP インドの印刷業界動向
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中国の印刷業界

中国印刷業界の概要
企業数： 10.44万社
従業員数： 344万人
出荷額： 9510億元（15.58兆円） 9.6%増
付加価値 725億元（1.19兆円）

１．環境対応
環境を配慮したグリーンプリンティングは中国でも重要なテーマとなっており、過
去3年間でこの認識が大きく高まり、既に370社が認定を取得し、グリーンプリンテ
ィングの教育は35万人・時間に及ぶ。 集中管理のインキングシステムや、より効

率の良いドライヤ、集中エアサプライなどの導入により中国の印刷業界はエネル
ギー消費を10%程度削減した。

２．サービス産業化の推進
中国経済が成長するにつれてクリエーティブ産業が成長により重要となってきた。

中国印刷産業はローエンドの製造業からハイエンドのサービス産業へと構造転換
を進めている。 その中ではW2Pなどの導入も進んでおり、ビジネスモデルやオペ
レーションにおける革新が進んでいる。

PTAC 中国の印刷業界動向
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３．産業の高度化
中国は省資源の環境対応社会を目指している。 印刷業界も省資源、低環境負

荷、高生産性を目指している。 その中で中国印刷技術協会は過剰投資や、資
源の無駄遣いをなくすための指導を行っているほか、印刷業界の技術コンクー
ルの開催や標準化の導入の促進を図っている。中国印刷技術協会は
ISO/TC130の主査を担い、ISO/TC 130 Autumn Annualを11月14日―21日に
北京で開催する。これは印刷技術と安全衛生を目的としたもの。

４．海外との交流
2013年に中国は200兆円の製品を輸入し、多くの雇用と投資機会を提供した。

経済と社会の進展に伴い海外と中国の印刷業界の交流は広がっている。印刷
業界の交流の場として11月14日―17日に上海でChina International Exhibition 

for All Printing Technology & Equipmentが開催される。会場は9万ｍ２の広さ
で、来場者は10万人を超すとみられている。

PTAC 中国の印刷業界動向
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Intergrafの発表
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Case Study: From Offset to Digital 
(Gary Peeling, Precision Print UK) 
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2006年 2013年

従業員数 85名 120名

総売上 550万ポンド（9.4億円） 1400万ポンド（23.6億円）

オフセット売上
平均単価
受注

550万ポンド（9.4億円）
496ポンド（8.4万円）
45件/日

600万ポンド（10億円）
432ポンド（7.3万円）
55件/日

デジタル売上
平均単価
受注

なし 800万ポンド（13.6億円）
2.3ポンド（390円）
ピーク時 5万件/日

・Precision Printingでは、顧客からのデジタルに対する要望の高まりに対応して
2006年よりデジタルの導入を推進した。 そのなかでOneFlowという自動化の仕
組みを構築し、これにより大きく成長を実現した。
・2006年に1台のIndigoを導入し、今では6台（うち1台はIndigo10000)を所有。
・2011 Winner of the BPIF Excellence Award for Innovation

• 2012 European beta of new HP Indigo 10000 press

• 2013 MD to Chair DSCOOP Global Board

Fig 26
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デジタル印刷において成功するには
１．オペレータの関与を極力なくす
２．新規の顧客をデジタルで取り込む
３．より多くの仕事をデータ受けにする
４．顧客に対するソリューション提案
５．管理部門のボトルネックを無くす
６．うまいパートナーシップを組む
７．自信を持つ

Fig 27A
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One Flow Cloud

・顧客とのダイレクトな接続により
小ロットのPODデータをダイレクト
に受け取る
・自動化したフローにより、間接作業
を自動化（1時間→5分）し、小ロット
での採算性を確保

Fig 27B

Fig 28
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One Flowの継続的な開発
・専任スタッフ6名を採用
・その他の部門にもIT系の人
材を増やす

One Flowにより営業、生産管理

コストを大幅に削減できたので、
販売価格は$5から$2.5に半減し
ても、利益は倍増できた

Fig 30

Fig 29
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・AMEXやBMWなどのブランドと組むことにより、小ロット
の仕事の取り込みを図る。

・顧客に対する企画提案力、顧客のシステムとシームレ
スなフローを構築する技術力が必要。
・2011年にて既に売り上げの25%はW2P経由。

・デジタルをきっかけに、通常のオフセットの仕事も入って
くる。
・印刷の品質には重点を置いている。
印刷だから”looks great”であることを強調。 よってイン
クジェットの導入予定は今のところない。
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・年平均55%の成長
・2012年12月には月間2500万通し（Indigoで１C通すことを1通しとカウント）
ピーク時には1日5万点を処理
・10－12月の繁忙期以外は、スポット的な販促キャンペーンやバリアブル印刷の
仕事などを取り込む。

Fig 31  2009－2012年の月間印刷枚数の推移
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Case Study： Industrial Printing
Druckhaus Mainfraken

32
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・ドイツの印刷通販会社FlyerAlarmと印刷会社Schleunungdruckの合弁会社とし
て2006年に設立。
・2006年に大判（ラージフォーマット）印刷機2台でスタートし、2008年には11台、
2010年に20台、2014年に23台にまで拡張。
・ドイツ国内に工場6か所、従業員1,150名と最大規模の印刷通販会社となる。
・ FlyerAlarmがウェブポータルとして顧客開拓を行い、Druckhaus Mainfrakenは
industrial printerとして小ロット大量生産におけるコストリーダを目指す。
・1日の受注件数は1.3万件、印刷機は27台（うち23台がラージフォーマット）、工場
総面積4.5万ｍ２、年間の刷版使用量170万ｍ２、1日の紙の使用量240トン。
・製造の80%はPEFC認定製品、CO2の回収率は70%。
・PM4時までに受けた発注はドイツ国内ならば翌日の
昼までに配送。
・900種類の製品、300万種の組み合わせ、
1日に400万枚の名刺と600万枚のレターヘッド。
・受注案件の単価は18－100ユーロ｛2,500-14,000 円）
程度が中心。
・ワークフローなどのシステムは自社開発
・生産の95%は9種類の紙で対応している。
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Druckhaus Mainfraken

Conventional（通常の印刷ビジネス） Industrial（産業型印刷ビジネス）

・職人技
・個別の発注
・版替えコストが高い
・顧客サポート
・顧客と直接の関係
・顧客へのソリューション提供

・プロセス管理技術
・大量処理による高効率
・長期的な生産コンセプト
・1日の最低処理数
・スケールメリットによるコスト競争力

・1シフト8時間で88回の版替え
（1回約4.5分、1台を2名で動かす）
・印刷枚数は100－1,000枚
（1000枚のジョブは4回のみ）
・印刷機のアップタイム 92%

Fig 32

Fig 33
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Industrial PrintingとConventionalの比較

・受発注から、生産計画、出荷、請求などの
プロセスのスリム化
・セットアップタイムの削減
刷出までの時間 20－25分から6－8分へ
・オーバーヘッドコストの低減、大量生産

・小ロットのチラシ、名刺、レターヘッド、封筒
、フォルダーなど、今までは印刷が使われな
かった分野を新市場として開拓

ロングレール市場にフォーカス
チラシ、名刺、レターヘッド、封
筒、フォルダなどの小ロット

カタログ 雑誌 新聞 書籍
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・FlyerAlertのビジネスはドイツから、スペイン、

オランダ、イタリア、フランス、英国、ポーランド、
ハンガリにまで市場を広げている。

海外展開はウェブサイトの翻訳、コールセンタ
の設置などだけなので、割合と容易にできる

・あくまでも製造をドイツにこだわるのは、それに
より高い生産性を維持するため。
・印刷業界における成長？

New product   

New customer

New market volume

面白い提案、小ロットでの発注可能、誰でも使
える
EX. 200ユーロのキャンペーンセット （フォル
ダー、レターヘッド、封筒 各1000部）
・システム構築は自社で行っている。
・印刷により付加価値をつけるためにデジタル
表面加工機（Scodix及びMGI）を設置。
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Printed Electronics Applications and their market entry

・ Chemnits University of TechnologyのReinhard Bauman教授の講演
・フランスの調査会社Yole Developmentによるとフレキシブル及びプリンティッドエレクト
ロニクスの市場は2020年に$10億ドル（1000億円）になると見込まれ、2013年から
2020年の平均成長率は27%。
参考：ラベル・パッケージ市場は$3000億（30兆円）、半導体$3200億（32兆円）の規模。
・一方、英国の調査会社IDTechExによると2019年のOrganic & Printed Electronics市場
の規模は570億ドル（5.7兆円）。 ただし、こちらは太陽光パネル、フレキシブルディス
プレイなど幅広い製品を含む。
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・デジタル印刷とDigital Functionality Formation
は基本コンセプトは同じ

・プリンティッドエレクトロニクスのVisionとしては
スマートオブジェクトからIOT（モノのインターネ
ット）へ広がる。

・製品としてはメモリ、シリコンエレクトロニクス、
デジタルロジック、センサ、ディスプレイ、キーボ
ード、受像素子、バッテリ、アンテナなど
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・RFID 段ボールにアンテナを作りこむ。
立体的形状を利用して感度を上げる。

・薄膜バッテリ
薄く、軽量、形状が自由

・印刷方式によるメリット
デザインや素材における自由度
高生産性（低価格）
製品への直接作りこみ
Roll-to-Rollでの製造
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医療用パッケージでの利用例：
カナダのInformation Mediary Corp

http://www.informationmediary.com/

ブリスターパックから薬を取り出した日時が記
録され、それをリーダにかざすとデータが読み
取れる。適切に服用されていたかの確認用。

http://www.informationmediary.com/
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TouchCode：

タッチスクリーンにカードをかざすことによって
特定のURLにリンクされる。
・出版物とビデオのリンク(Media Publishing)

・組み立て家具と組立図とのリンク（Brand)

・ブランドプロテクション
・ゲーム
・チケットなど
http://www.touchcode.de/index.html
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PolyIC:

クルツとシーメンスの合弁会社として2003年設立
タッチセンサー、受動素子やスクリーンなどの製品
を製造
http://www.polyic.com/company.html

ThinFilm

ノルウェーの企業
印刷方式でNFCラベル、書き換え可能の薄膜メモ

リ、温度センサーとタイマーを組み込んだ使い捨て
ラベル、偽造防止ラベルなどを開発。

http://www.thinfilm.no/

2013年度 売上 1.9億円 利益 －14億円

http://www.polyic.com/company.html
http://www.thinfilm.no/
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Karl Knauer KG 

ドイツのパッケージメーカ。
packaging、media for advertising、presentation packagingをビジネスの
中心とする。
LEDを組み込んだパッケージで多くの受賞。

http://www.karlknauer.com/company/
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プリンティッドエレクトロニクスの製造
装置メーカ

R&D及び小ロットの生産用インライン機

インクジェット、グラビアなどの異なった印刷
方式が1プロセスで処理できる。
Drupa2012に出展。
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InfoTrend 変化する消費者行動とPSPへの影響

3つのメガトレンド
１．Mobile is everywhere

‐メディアごとの消費時間で
モバイルだけが急増

‐デジタルコンテンツで最も売れた
のはeBook(年齢層では55歳
以上が一番多い）

２．The i-consumer

‐自分だけのパーソナライズした製品
３．Customer experience

‐顧客は単に商品だけを求めているのではなく
より良いcustomer experience（顧客経験
価値）を求めている
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・ARに対する認識は上昇してきており、2013年には25%の人がARアプリを使用
したことがあると回答。（知っていると答えた人は57%）
・ARはエンタテイメントやゲームでの活用が多い
・QRコードなどのモバイルバーコードに対しての認知は87.7%と非常に高いが、
実際に使ったことがある人は43.3%と半数に満たない。 こちらは追加情報や
クーポンの取得が多い。
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Print Service Providerへの影響

１．新聞・雑誌広告やDMといった伝統的
なマーケティングから、オンライン/ウェブ

マーケティング、ソーシャルマーケティング
、ローカルマーケティングとオンラインを中
心とした手法に変化しつつある。

２．Print Service ProviderはMarketing

Service Providerへ変化していかなくては
ならない。 米国では2020年にはデジタ

ルとアナログ印刷が同じくらいの規模にな
っており、モバイル・デジタル広告やプロ
モーションは、デジタルやアナログ印刷以
上の金額となっていく。
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・マーケティングサービスへの転換
PSPがMSPへ転換する必要があるか？

28.2% 印刷に集中すべきでその必要ない
27.4% 必要、現在それを進めている
23.7% 必要とは思うが、まだ実行できていない
12.9% 既にMSPに転換している

7.9% そのような転換は自分たちにはできない

・PSPは顧客につれてオンラインに移行している
近いうちに導入したいソリーュションは何か？

27.4% W2P

17.8% クロスメディア・キャンペーンマ管理
16.2% ワークフロー管理
15.4% イメージパーソナライゼーションソフト
14.9% データ解析ソフト

・クラウドがキーテクノロジーになる
‐顧客がクラウドを使ってのサービス提供を求める
‐マーケティング担当や出版社もクラウドに移行。
ビッグデータ解析やパーソナライズ、インタラクティブ
やマルチチャネル出版など。

‐ビジネスは革新を低コストで実現する必要あり
Software-as-a-serviceやInfrastructure-as-a-service

の活用


